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過
疎
地
寺
院
活
性
化
一
試
案

　
　
〜
お
寺
シ
ー
ド
バ
ン
ク
構
想
〜

山
　
口
　
功
　
倫

　
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
の
内
容
の
お
寺
シ
ー
ド
バ
ン
ク
は
、
緩
や
か
に
動
き
出
し
た
構
想
で
、
今
後
数
十
年
数
百
年
と
続
い
て

い
け
ば
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
シ
ー
ド
バ
ン
ク
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。
シ
ー
ド
バ
ン
ク
は
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
の
一
種
で
す
。
ジ
ー
ン
（gene

）
と
は

遺
伝
子
の
こ
と
で
す
。
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
で
は
、
遺
伝
資
源
と
し
て
植
物
の
種
子
、
動
物
の
精
子
や
細
胞
、
微
生
物
な
ど
を
収
集
、
保
存
、

配
付
し
て
い
ま
す
。
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
に
は
、
種
子
を
保
存
す
る
シ
ー
ド
バ
ン
ク
、
組
織
を
生
き
た
ま
ま
保
存
す
る
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ー
バ
ン
ク
、

種
子
・
組
織
・
細
胞
な
ど
を
超
低
温
で
保
存
す
る
ク
ラ
イ
オ
バ
ン
ク
、
果
樹
な
ど
を
植
え
た
状
態
で
保
存
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ン
ク
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
世
界
最
大
の
シ
ー
ド
バ
ン
ク
は
、
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
が
手
が
け
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
領
ス
ヴ
ァ
ー
ル
バ
ル
諸
島
ス
ヴ
ァ
ー
ル
バ
ル
世
界
種
子
貯

蔵
庫
で
す
。
運
用
後
二
年
の
二
〇
一
〇
年
に
は
五
〇
万
種
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
国
内
で
最
大
の
も
の
は
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
あ
る
農
林
水
産
省
の
独
立
行
政
法
人
農
業
生
物
資
源
研
究
所
で
す
。
農
業
生
物
資
源
ジ

ー
ン
バ
ン
ク
が
あ
り
、
植
物
遺
伝
資
源
部
門
、
微
生
物
遺
伝
資
源
部
門
、
動
物
遺
伝
資
源
部
門
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
部
門
と
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
地
方
自
治
体
で
は
唯
一
、
広
島
県
農
業
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
。
他
に
は
団
体
か
ら
個
人
ま
で
、
山
形
在
来
作
物
研
究
会
、
い
わ

き
昔
野
菜
、
江
戸
東
京
伝
統
野
菜
研
究
会
、
安
曇
野
た
ね
バ
ン
ク
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
粟
、
ひ
ょ
う
ご
の
在
来
種
保
存
会
、
シ
ー
ズ
オ
ブ
ラ
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イ
フ
な
ど
が
あ
り
、
設
備
も
大
型
の
冷
凍
庫
や
冷
蔵
庫
が
あ
る
施
設
か
ら
、
手
作
り
の
蔵
ま
で
と
そ
の
規
模
も
様
々
で
す
。

　
農
水
省
の
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
一
九
八
五
年
で
す
が
、
他
の
シ
ー
ド
バ
ン
ク
は
こ
の
十
年
以
内
の
開
設
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
で
種
を
守
ろ
う
と
い
う
動
き
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
い
ま
種
を
守
る
の
か
。
守
ら
な
け
れ
ば
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。
こ
れ
を
知
る
た
め
に
、
現
代
の
私
た
ち
が
口
に
し
て
い
る
食

物
の
種
が
、
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
の
か
を
見
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
の
種
は
大
き
く
分
類
す
る
と
、
三
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　
一
つ
は
在
来
種
、
固
定
種
、
単
種
、
エ
ア
ル
ー
ム
（
家
宝
）
種
（
以
下
、
固
定
種
）
な
ど
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の
特
徴
は
、
味

が
良
い
。
自
家
採
種
で
き
る
。
多
様
性
・
環
境
適
応
力
が
あ
る
。
長
期
収
穫
で
き
る
（
自
家
菜
園
向
き
）。
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
耐
病
性

を
持
つ
個
体
が
あ
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
野
菜
が
作
れ
る
。
な
ど
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
交
配
種
、
Ｆ
１
（First fi lial generation

、
雑
種
第
一
代
）、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
（
以
下
、
Ｆ
１
）
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。
こ
ち
ら
の
特
徴
は
、
揃
い
が
良
い
（
出
荷
に
有
利
）。
毎
年
種
が
売
れ
る
（
メ
ー
カ
ー
の
利
益
）。
生
育
が
早
く
収
穫
後
の
日
持
ち

が
よ
い
。
特
定
の
病
害
に
耐
病
性
を
つ
け
や
す
い
。
特
定
の
形
質
を
導
入
し
や
す
い
。
作
型
や
味
な
ど
流
行
に
合
わ
せ
た
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
作
り
や
す
い
。
な
ど
で
す
。

　
大
き
く
は
こ
の
二
種
類
で
す
が
、
近
年
更
に
出
て
き
た
の
が
、
遺
伝
子
組
み
換
え
（
Ｇ
Ｍ
）
種
、
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
種
な
ど
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
す
。
遺
伝
子
組
み
換
え
種
に
つ
い
て
は
、
賛
否
両
論
あ
り
ま
す
が
こ
の
発
表
で
は
触
れ
ま
せ
ん
。

　
も
と
も
と
、
世
界
中
で
栽
培
さ
れ
る
野
菜
の
種
は
、
全
て
固
定
種
で
し
た
が
、
近
年
、
栽
培
さ
れ
る
野
菜
は
殆
ど
Ｆ
１
に
な
り
ま
し
た
。

固
定
種
と
Ｆ
１
に
は
相
反
す
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
と
い
う
よ
り
も
、
固
定
種
の
欠
点
を
補
う
よ
う
に
Ｆ
１
が
開
発
さ
れ
改
良
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
経
過
を
日
本
と
世
界
に
分
け
て
見
て
い
き
ま
す
。

　
日
本
原
産
の
野
菜
は
、
ミ
ツ
バ
、
ワ
サ
ビ
、
セ
リ
、
フ
キ
な
ど
で
し
た
が
、
様
々
な
ル
ー
ト
を
経
て
色
々
な
野
菜
が
日
本
に
持
ち
込
ま
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れ
ま
し
た
。
国
内
に
お
い
て
も
、
長
野
県
の
野
沢
菜
の
先
祖
は
大
阪
の
天
王
寺
カ
ブ
で
あ
っ
た
り
、
新
潟
の
焼
き
茄
子
の
も
と
が
宮
崎
の

佐
土
原
茄
子
で
あ
っ
た
り
、
山
形
の
庄
内
だ
だ
ち
ゃ
豆
は
、
藩
主
の
移
封
に
よ
っ
て
新
潟
か
ら
運
ば
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
種
屋
が
で
き
た
の
は
、
江
戸
時
代
の
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
│
一
七
〇
四
）
で
す
。
そ
の
後
、
種
苗
店
の
広
が
り
と
と
も
に

様
々
な
野
菜
が
国
内
で
作
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
根
付
き
ま
す
。

　
日
本
の
種
事
情
が
大
き
く
変
わ
り
始
め
る
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
で
す
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
日
本
に
食
糧
不
足
の
改
善
を
求
め
、
食
糧
増

産
に
必
要
な
窒
素
肥
料
と
農
薬
を
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
需
産
業
が
援
助
し
ま
し
た
。
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
に
は
農
協
法
が
制
定
さ

れ
、
翌
一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
に
は
食
糧
増
産
の
波
の
な
か
、
日
本
初
の
Ｆ
１
野
菜
と
し
て
、
タ
キ
イ
種
苗
の
「
長
岡
交
配
福
寿

一
号
ト
マ
ト
」
が
販
売
開
始
さ
れ
ま
す
が
、
Ｆ
１
は
価
格
が
高
く
味
も
良
く
な
か
っ
た
の
で
売
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
農
協
の
融

資
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
建
ち
、
見
栄
え
の
良
い
Ｆ
１
は
浸
透
し
て
い
き
ま
す
。
Ｆ
１
は
生
育
が
早
く
生
育
度
合
い
も
揃
い
ま
す
か
ら
、

比
較
的
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
は
、
農
地
の
回
転
率
が
上
が
り
生
産
性
が
向
上
し
ま
す
。

　
一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
。
高
度
経
済
成
長
に
伴
い
、
地
方
の
農
家
に
は
長
男
だ
け
が
残
り
、
他

品
目
生
産
を
し
て
い
た
農
家
は
単
一
作
物
生
産
農
家
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
更
に
、
一
九
六
六
（
昭
和
四
十
一
）
年
、
野
菜
指
定
産
地
制

度
を
含
む
「
野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
」
が
公
布
さ
れ
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
社
会
の
要
請
に
よ
り
、
日
本
中
の
種
が
Ｆ
１
に
変
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
食
料
自
給
率
の
話
は
良
く
耳
に
し
ま
す
が
、
種
の
自
給
率
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
採
種
農
家
は
、

交
雑
を
防
ぐ
た
め
に
山
間
部
で
林
業
と
兼
業
し
て
い
ま
し
た
が
、
後
継
者
不
足
や
高
齢
化
、
種
の
買
い
取
り
価
格
が
上
昇
し
な
い
た
め
激

減
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
本
の
種
苗
会
社
も
大
量
採
種
し
て
安
く
販
売
す
る
た
め
に
、
採
種
場
を
海
外
に
移
転
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
こ
ま
で
が
日
本
の
種
の
現
状
で
す
。
次
に
、
世
界
の
動
き
を
見
て
い
き
ま
す
。

　
一
七
四
二
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ィ
ル
モ
ラ
ン
種
苗
商
会
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
、
日
本
に
で
き
た
種
屋
さ
ん
と
同
じ
く
一
七
〇
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〇
年
前
後
で
す
。
一
八
六
五
年
、「
メ
ン
デ
ル
の
法
則
」
が
報
告
さ
れ
ま
す
。
後
ほ
ど
説
明
し
ま
す
が
、
Ｆ
１
を
作
る
た
め
の
非
常
に
重

要
な
発
見
で
す
。
日
本
は
幕
末
で
す
。
翌
一
八
六
六
年
、
ア
メ
リ
カ
で
初
め
て
キ
ャ
ベ
ツ
の
種
子
が
商
用
生
産
さ
れ
卸
売
市
場
に
流
通
し

ま
す
。
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
、
ア
メ
リ
カ
で
Ｆ
１
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
販
売
開
始
さ
れ
ま
す
。
一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
、
ア
メ
リ

カ
で
「
雄
性
不
稔
」
を
利
用
し
た
Ｆ
１
タ
マ
ネ
ギ
が
発
表
さ
れ
ま
す
。「
雄
性
不
稔
」
に
つ
い
て
も
後
ほ
ど
説
明
し
ま
す
。
Ｆ
１
を
低
コ

ス
ト
で
大
量
生
産
す
る
た
め
の
非
常
に
重
要
な
植
物
の
特
性
で
す
。
一
九
六
〇
年
代
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
作
付
面
積
の
九

割
以
上
が
Ｆ
１
に
変
わ
り
ま
す
。
一
九
九
四
年
、
ア
メ
リ
カ
で
遺
伝
子
組
み
換
え
ト
マ
ト
が
発
売
さ
れ
、
以
降
、
大
豆
、
菜
種
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
と
続
き
ま
す
。
こ
う
し
て
、
Ｆ
１
種
・
遺
伝
子
組
み
換
え
種
の
開
発
・
浸
透
と
と
も
に
、
バ
イ
オ
メ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
種
苗
会
社
の

買
収
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　
少
し
デ
ー
タ
が
古
い
で
す
が
、
種
子
会
社
の
売
り
上
げ
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
一
九
九
六
年
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　
一
、Pioneer H

i-Bred

（
ア
メ
リ
カ
） 

【
↓D

uPont

】

　
二
、N

ovartis

（
ス
イ
ス
） 
 

【
↓Syngenta

】

　
三
、Lim

agrain

（
フ
ラ
ン
ス
）

　
四
、A

dvanta

（
オ
ラ
ン
ダ
） 
【
↓M

onsanto

】

　
五
、Grupo Pulsar

（
メ
キ
シ
コ
）

　
六
、
サ
カ
タ
の
タ
ネ
（
日
本
）

　
七
、
タ
キ
イ
種
苗
（
日
本
）

　
八
、D
ekalib Plant Genetics

（
ア
メ
リ
カ
） 

【
↓M

onsanto

】

　
九
、K

W
S

（
ド
イ
ツ
）

　
十
、Cargill

（
ア
メ
リ
カ
） 

【
↓M

onsanto

】
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こ
の
当
時
、
種
子
を
本
業
と
し
な
い
企
業
は
、N

ovartis

とCargill

の
み
で
し
た
。
下
の
【
↓
○
○
】
と
あ
る
よ
う
に
、
バ
イ
オ
メ
ジ

ャ
ー
に
よ
る
買
収
・
吸
収
・
業
務
提
携
な
ど
に
よ
り
、
二
〇
〇
九
年
に
は

　
一
、M

onsanto

（
ア
メ
リ
カ
）

　
二
、D

upont

（
ア
メ
リ
カ
）

　
三
、Syngenta
（
ス
イ
ス
）

　
四
、Groupe Lim

agrain

（
フ
ラ
ン
ス
）

　
五
、Land O

’ Lakes
（
ア
メ
リ
カ
）

　
六
、K

W
S

（
ド
イ
ツ
）

　
七
、Bayer CropScience

（
ド
イ
ツ
）

　
八
、D

ow
 A
groSciences

（
ア
メ
リ
カ
）

　
九
、
サ
カ
タ
の
タ
ネ
（
日
本
）

　
十
、D

LF-T
RIFO

LIU
M

（
デ
ン
マ
ー
ク
）

と
な
り
、M

onsanto

、D
upont

、Syngenta

の
三
社
で
上
位
十
社
の
半
分
以
上
の
売
り
上
げ
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
三
井

物
産
戦
略
研
究
所
レ
ポ
ー
ト
「
種
子
産
業
│
担
い
手
の
変
化
と
市
場
の
拡
大
│
」
二
〇
一
二
・
七
・
二
〇
）

　
こ
の
よ
う
に
種
を
取
り
巻
く
世
界
が
変
わ
る
大
き
な
要
因
の
一
つ
は
、
Ｆ
１
の
開
発
方
法
が
改
良
さ
れ
、
大
量
生
産
が
可
能
に
な
っ
た

こ
と
で
す
。
そ
の
Ｆ
１
の
作
り
方
も
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
Ｆ
１
は
雑
種
第
一
代
と
い
う
名
の
通
り
、
掛
け
合
わ
せ
た
種
の
第
一
代
目
に
な
り
ま
す
。
メ
ン
デ
ル
の
法
則
を
利
用
し
て
作
ら
れ
ま
す
。

　
ひ
ょ
う
た
ん
は
、
通
常
苦
く
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
苦
く
な
い
か
ん
ぴ
ょ
う
を
掛
け
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
子
は
優
性

形
質
の
「
か
ん
ぴ
ょ
う
」
と
「
苦
い
」
が
表
出
し
、
苦
い
か
ん
ぴ
ょ
う
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
こ
れ
を
ま
た
掛
け
合
わ
せ
る
と
、
一
対
二
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対
一
の
割
合
で
、
優
勢
・
雑
種
・
劣
勢
の
孫
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
孫
の
代
に
は
、
子
の
世
代
で
隠
れ
て
い
た
「
ひ
ょ
う
た
ん
」
と
「
苦

く
な
い
」
形
質
が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
苦
く
な
い
ひ
ょ
う
た
ん
の
み
を
増
や
す
た
め
に
、
様
々
な
方
法
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
閉
鎖
花
・
開
放
花
、
単
性
花
・
両
性
花
な
ど
、
花
の
構
造
に
よ
っ
て
Ｆ
１
の
作
り
方
は
異
な
り
ま
す
が
、
初
期
に
行
わ
れ
て
い
た
方
法

は
除
雄
で
す
。
同
じ
個
体
、
同
じ
花
で
受
粉
す
る
自
家
受
粉
と
い
う
性
質
を
持
っ
た
植
物
に
つ
い
て
は
、
受
精
可
能
に
な
る
前
の
つ
ぼ
み

の
時
に
雄
し
べ
を
全
て
取
り
除
き
ま
す
。
そ
こ
に
掛
け
合
わ
せ
た
い
別
の
品
種
の
花
粉
を
付
け
て
受
粉
さ
せ
ま
す
。
手
作
業
で
行
わ
れ
て

い
た
細
か
い
作
業
で
し
た
。

　
次
に
自
家
不
和
合
性
を
利
用
し
た
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
自
家
不
和
合
性
と
は
一
つ
の
種
か
ら
生
え
た
株
の
花
粉
で
は
種
を
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ず
、
他
の
株
の
花
粉
が
必
要
と
い
う
性
質
で
す
。
自
家
不
和
合
性
は
、
つ
ぼ
み
の
と
き
に
は
働
か
ず
、
花
が
咲
い
て
か
ら

働
き
ま
す
。
つ
ぼ
み
を
人
為
的
に
開
き
、
咲
い
て
い
る
自
分
の
花
の
花
粉
を
受
粉
さ
せ
る
と
ク
ロ
ー
ン
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
ク
ロ
ー
ン

は
並
べ
て
植
え
て
も
同
じ
株
と
み
な
さ
れ
受
粉
し
ま
せ
ん
か
ら
、
掛
け
合
わ
せ
た
い
ク
ロ
ー
ン
Ａ
と
ク
ロ
ー
ン
Ｘ
を
並
べ
て
植
え
、
受

粉
・
結
実
さ
せ
る
と
完
成
で
す
。
こ
の
方
法
は
手
の
大
き
い
欧
米
人
と
違
い
、
手
先
の
器
用
な
日
本
人
の
お
家
芸
と
い
わ
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。

　
次
に
、
二
酸
化
炭
素
を
利
用
し
ま
し
た
。
自
家
不
和
合
性
を
利
用
し
た
つ
ぼ
み
受
粉
で
増
や
し
た
種
を
ハ
ウ
ス
内
に
蒔
き
ま
す
。
花
が

咲
く
頃
に
ハ
ウ
ス
を
密
閉
し
、
ボ
ン
ベ
で
二
酸
化
炭
素
濃
度
を
大
気
の
百
倍
以
上
に
し
ま
す
。
す
る
と
植
物
整
理
が
狂
い
、
自
家
不
和
合

成
が
働
か
な
く
な
り
ま
す
。
ミ
ツ
バ
チ
は
人
間
と
違
い
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
濃
く
て
も
活
動
で
き
ま
す
か
ら
、
ハ
ウ
ス
内
に
放
ち
受
粉

さ
せ
ま
す
。
種
の
大
量
生
産
が
で
き
そ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
次
は
雄
性
不
稔
を
利
用
し
た
も
の
で
す
。
現
在
、
殆
ど
の
Ｆ
１
が
こ
の
方
法
で
作
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
種
苗
会
社
の
企
業

秘
密
な
の
で
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
か
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
雄
性
不
稔
と
は
、
動
物
で
い
う
男
性
原
因
の
不
妊
症
で
す
。
植
物
の
ヤ
ク

や
雄
し
べ
が
退
化
し
、
花
粉
が
機
能
的
に
不
完
全
な
も
の
で
す
。
何
千
何
万
株
の
花
の
中
に
一
つ
、
ぽ
つ
ん
と
存
在
し
た
異
常
な
花
を
見
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つ
け
た
人
が
い
ま
し
た
。
雄
性
不
稔
株
を
母
に
し
て
、
欲
し
い
特
徴
を
持
つ
父
株
を
掛
け
合
わ
せ
れ
ば
完
成
で
す
。
雄
性
不
稔
は
ミ
ト
コ

ン
ド
リ
ア
遺
伝
子
の
異
常
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
科
学
的
に
は
ま
だ
実
証
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
食
べ
続
け
た
人
間
へ
の
影
響
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
方
法
で
あ
れ
ば
ハ
ウ
ス
と
い
う
制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
広
大
な
土
地
で
の
採
種
が
可
能
で
す
。
こ
れ
で
、
低
コ
ス
ト
、
大
量

生
産
体
勢
が
整
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
戦
争
、
高
度
経
済
成
長
、
Ｆ
１
の
低
コ
ス
ト
・
大
量
生
産
な
ど
に
よ
り
、
国
内
に
て
代
々
作
ら
れ
て
き
た
多
種
多
様
な

種
が
消
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
本
の
農
業
就
業
人
口
は
平
成
二
十
二
年
で
平
均
年
齢
が
六
五
・
八
歳
、
六
十
五
歳
以
上
が
六
割
、
七
十
五

歳
以
上
が
三
割
、
平
成
二
十
五
年
に
は
平
均
年
齢
が
六
六
・
二
歳
と
上
昇
し
て
い
ま
す
。
あ
と
十
年
も
経
て
ば
、
細
々
と
作
ら
れ
て
い
る

在
来
種
な
ど
も
消
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
二
十
年
経
っ
て
し
ま
う
と
、
か
な
り
危
う
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
種
を
お
寺
で
シ
ー
ド
バ
ン
ク
と
し
て
残
す
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
過
疎
と
い
わ
れ
る
地
域
ほ
ど
昔
の
種
が

残
っ
て
い
ま
す
。
田
舎
で
は
自
給
的
に
野
菜
を
作
っ
て
い
て
、
名
も
無
き
野
菜
の
種
が
代
々
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
熊
本
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
種
探
し
を
し
て
み
ま
し
た
。
熊
本
に
は
ひ
ご
野
菜
と
い
わ
れ
る
在
来
野
菜
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
な
く
、

名
前
も
つ
い
て
い
な
い
よ
う
な
近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
が
作
り
続
け
て
い
る
よ
う
な
野
菜
の
種
で
す
。

　
月
回
向
で
伺
う
際
に
、
種
も
っ
て
い
ま
す
か
？
と
聞
い
て
も
、
戻
っ
て
く
る
答
え
は
、
持
っ
て
い
な
い
、
昔
は
種
と
り
し
て
い
た
な
ぁ
、

ば
か
り
で
し
た
。

　
し
か
し
、
種
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
時
期
に
な
る
と
必
ず
乾
燥
作
業
を
行
い
ま
す
。
大
き
く
分
け
て
梅
雨
の
前
後
と
年
末
の
年
に
二
回

ほ
ど
で
す
。
軒
下
に
吊
し
た
り
、
広
げ
て
天
日
干
し
し
た
り
。
こ
う
い
う
現
場
を
月
回
向
の
際
に
見
つ
け
て
、
種
と
り
し
て
い
る
ん
で
す

ね
、
と
話
す
と
皆
さ
ん
嬉
し
そ
う
に
分
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
一
番
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
年
に
二
回
収
穫
で
き
る
サ
サ
ゲ
で
し
た
。
こ
れ
は
、
近
所
の
神
社
の
お
祭
り
に
合
わ
せ
て
収
穫
し
、
赤
飯
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に
使
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
野
菜
が
お
寺
の
行
事
に
も
あ
る
と
い
い
で
す
よ
ね
。

　
高
知
県
檮
原
村
に
は
種
子
換
え
地
蔵
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
旧
暦
十
月
の
初
亥
の
日
に
祭
事
を
行
い
、
参
拝
者
が
キ
ビ
、
粟
、
タ

カ
キ
ビ
な
ど
を
供
え
、
他
人
が
供
え
た
穀
物
で
自
分
が
栽
培
し
た
い
種
を
持
ち
帰
り
ま
す
。

　
高
知
県
檮
原
村
・
愛
媛
県
日
吉
村
県
境
の
地
蔵
堂
で
は
、
旧
暦
四
月
と
九
月
の
縁
日
に
キ
ビ
と
道
中
で
手
折
っ
た
シ
キ
ミ
を
供
え
、
他

の
人
が
供
え
た
キ
ビ
と
シ
キ
ミ
を
持
ち
帰
り
、
シ
キ
ミ
は
畑
に
刺
し
て
虫
除
け
に
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
例
を
参
考
に
、
お
寺
の
行
事
に
組
み
込
め
な
い
か
検
討
し
て
い
ま
す
。
法
要
の
お
供
え
に
使
う
野
菜
を
育
て
る
こ
と
も
い

い
と
思
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
名
産
地
の
農
産
物
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
野
菜
指
定
産
地
制
度
以
降
の
名
産
地
な
の
で
、
地
方
の
古
い

お
寺
で
あ
っ
て
も
農
産
物
と
行
事
の
結
び
つ
き
は
弱
い
で
す
。
守
り
続
け
た
伝
統
行
事
で
も
、
お
供
え
の
品
々
は
輸
入
品
だ
っ
た
、
な
ん

て
こ
と
は
往
々
に
し
て
あ
り
ま
す
。

　
法
要
後
に
お
斎
の
席
で
食
べ
て
み
た
り
、
種
を
交
換
し
た
り
す
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
一
人
で
種
と
り
を
続
け
る
と
、
近
親
交
配

に
よ
っ
て
突
然
育
た
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
他
の
人
の
同
じ
品
種
の
種
を
時
々
交
換
す
る
こ
と
は

と
て
も
意
味
の
あ
る
行
為
で
す
。

　
種
の
保
存
は
、
茶
封
筒
に
入
れ
て
古
い
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
く
の
が
一
番
で
す
。
茶
封
筒
は
湿
気
を
吸
収
し
ま
す
し
、
最
新
の
冷
蔵
庫

だ
と
湿
度
が
高
す
ぎ
ま
す
。
ま
た
は
、
瓶
に
種
と
乾
燥
剤
を
入
れ
て
常
温
保
存
も
可
能
で
す
。
冷
蔵
庫
に
比
べ
る
と
、
ど
う
し
て
も
種
子

寿
命
は
短
く
な
り
ま
す
。
お
寺
に
は
、
一
年
を
通
し
て
直
射
日
光
が
当
た
ら
ず
気
温
の
変
化
が
少
な
い
場
所
が
あ
り
そ
う
で
す
よ
ね
。

　
現
在
、
私
は
檀
家
さ
ん
や
そ
の
親
戚
の
耕
作
放
棄
地
を
五
ヶ
所
ほ
ど
借
り
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
約
一
反
程
度
で
す
が
、
年
間
に
四
〇

〜
五
〇
種
類
の
野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。
お
金
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
無
肥
料
・
無
農
薬
、
い
わ
ゆ
る
自
然
栽
培
で
、
種
は
全
て
固
定

種
や
在
来
種
で
す
。

　
種
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
し
た
り
、
種
の
交
換
会
に
出
向
い
た
り
、
近
所
の
方
か
ら
分
け
て
頂
い
た
り
と
様
々
で
す
。
種
を
手
に
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入
れ
て
は
自
分
で
育
て
、
食
べ
て
み
て
美
味
し
か
っ
た
り
、
収
量
が
多
か
っ
た
り
、
見
た
目
が
珍
し
か
っ
た
り
す
る
野
菜
は
、
畑
を
や
っ

て
い
る
檀
家
さ
ん
に
お
裾
分
け
し
て
食
べ
て
も
ら
い
ま
す
。
今
の
若
い
人
達
よ
り
も
お
年
寄
り
の
ほ
う
が
美
味
し
い
野
菜
を
食
べ
て
い
ま

し
た
か
ら
、
体
が
覚
え
て
い
ま
す
。
懐
か
し
い
、
昔
の
野
菜
の
味
が
す
る
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
っ
て
い
た
、
種
を
探
し
て
い
と
言
わ
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
種
と
り
す
る
か
ら
自
分
で
分
け
ま
し
ょ
う
か
と
聞
く
と
、
作
り
た
い
、
種
ち
ょ
う
だ
い
、
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
山
梨
の
お
上
人
に
ご
協
力
頂
き
、
今
年
か
ら
檀
家
さ
ん
と
一
緒
に
身
延
町
の
在
来
大
豆
を
作
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
総

本
山
の
お
膝
元
の
大
豆
だ
と
い
う
と
、
檀
家
さ
ん
も
嬉
し
そ
う
に
、
作
り
た
い
！
と
仰
い
ま
し
た
。

　
来
年
は
、
注
連
縄
と
鏡
餅
用
に
も
ち
米
を
作
り
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
米
を
作
っ
て
い
た
近
所
の
檀
家
さ
ん
も
、
ス
ズ
メ
の

食
害
、
倒
伏
し
や
す
い
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
作
付
け
を
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
当
初
は
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
堅
苦
し
い
シ
ー
ド
バ
ン
ク
の
よ
う
な
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
し
た
が
、
少
し
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

檀
家
さ
ん
や
集
落
全
体
が
シ
ー
ド
バ
ン
ク
の
よ
う
に
な
ら
な
い
か
と
。
最
初
に
述
べ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ン
ク
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
異
常

気
象
な
ど
に
よ
る
不
作
は
必
ず
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
と
し
て
お
寺
に
保
管
し
、
数
年
に
一
度
、
種
の
更
新
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
こ
に
も
無
い
よ
う
な
珍
し
い
野
菜
が
見
つ
か
れ
ば
、
特
産
品
と
し
て
売
り
出
す
こ
と
も
可
能
で
し
ょ
う
。
加
工
品
を
考
え
て
み
た
り
、

都
会
の
お
寺
で
行
わ
れ
て
い
る
マ
ル
シ
ェ
に
出
店
し
て
み
た
り
、
野
菜
を
通
じ
て
お
寺
間
の
交
流
が
で
き
た
り
す
る
と
い
い
で
す
よ
ね
。

在
来
種
は
郷
土
料
理
に
使
わ
れ
る
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
交
流
も
楽
し
そ
う
で
す
。
在
来
種
の
野
菜
を
使
っ
た
町
お
こ

し
の
例
な
ど
も
全
国
に
沢
山
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
調
べ
て
み
て
下
さ
い
。
様
々
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
の

地
域
や
お
寺
に
合
わ
せ
て
や
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
過
疎
地
寺
院
活
性
化
一
試
案
と
い
う
も
の
の
、
あ
ま
り
具
体
的
な
案
で
は
無
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
人
で
も
二
人
で
も
興
味

を
持
つ
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
と
思
い
発
表
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
も
し
、
珍
し
い
種
が
あ
る
、
檀
家
さ
ん
宅
か
ら
古
い
種
が
出
て
き
た
、

種
の
交
換
を
し
た
い
、
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
何
時
で
も
ご
連
絡
下
さ
い
。
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以
上
で
発
表
を
終
わ
り
ま
す
。
ご
静
聴
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
参
考
文
献
〉

野
口
勲
（
二
〇
一
一
）『
タ
ネ
が
危
な
い
』
日
本
経
済
新
聞
出
版
社

野
口
勲
（
二
〇
〇
八
）『
い
の
ち
の
種
を
未
来
に
』
創
森
社

船
越
建
明
（
二
〇
〇
八
）『
野
菜
の
種
は
こ
う
し
て
採
ろ
う
』
創
森
社

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ァ
ン
ト
ン
（
二
〇
〇
二
）『
自
家
採
種
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
現
代
書
館

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
た
ね
と
り
物
語
」（
二
〇
〇
六
）『
に
っ
ぽ
ん
た
ね
と
り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
現
代
書
館

中
川
原
敏
雄
・
石
綿
薫
（
二
〇
〇
九
）『
自
家
採
種
入
門
』
農
山
漁
村
文
化
協
会

西
川
芳
昭
（
二
〇
一
三
）『
種
か
ら
種
へ
つ
な
ぐ
』
創
森
社

増
田
昭
子
（
二
〇
一
三
）『
在
来
作
物
を
受
け
継
ぐ
人
々
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
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